
令和３年度海洋環境保全上適正な海底下CCS実施確保のための総合検討事業委託業務 

第２回 海底下CCS事業におけるモニタリング技術の適用方法のあり方に係る検討会 

 

 

議 事 次 第 

 
日時：2021年9月14日（火）14：00～16：00 
場所：環境省会議室、KANSOテクノス会議室等 
  （Microsoft TeamsによるWeb会議形式） 

 
議  事 

 開会（14：00） 
１．環境省挨拶 
２．議事 
（１）前回検討会議事録の確認 
（２）公表用資料（案）について 

    ・令和３年度苫小牧沖における春季調査結果（概要版、詳細版） 
（３）電磁探査技術の海底下モニタリングへの適用について 
（４）許可の変更申請に係る運用の見直しについて 
（５）CO2分離・回収技術について 

３．連絡事項 
 閉会（16：00予定） 
 
 
配布資料 

・資料-1：令和 3 年度第 1 回海底下CCS 事業におけるモニタリング技術の適用方法のあり方に係る 

検討会 議事録（案） 
・資料-2(1)：【公表用資料】令和３年度苫小牧沖における春季調査結果について（詳細版） 
・資料-2(2)：【公表用資料】令和３年度苫小牧沖における春季調査結果について（概要版） 
・参考資料2-1：【公表用資料】令和３年度苫小牧沖における春季調査結果について（図表集） 

 ・資料-3：電磁探査技術の海底下モニタリングへの適用について   
・資料-4：許可の変更申請に係る運用の見直し             
・参考資料4-1：特定二酸化炭素ガスの海底下廃棄の許可の申請に係る指針（案） 

 ・資料-5(1)：諸外国におけるCO2分離・回収技術について       
 ・資料-5(2)：国内における化学吸収法（アミン法）の事例について   
 ・資料-5(3)：国内のCO2分離回収設備例            
 ・資料-5(4)：海外におけるCCS事業の規制について       

 
以上 
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